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2006中学校数学 ｢数量関係｣の学力診断調査の結果と概要
劉 奇東洋郎 】､満場敏雄･J､洲脇史朗 一､秋山 氏 I､木村着生｢･､字津見稚炎1･､
平野圭-7､池田智裕ト､岡部初江-`
岡山大学算数 ･数学教育学会､中学校数学学力診新調査プロジェクトは､｢数量関係｣に
特化して､旧指導要領の下での ｢故塩閉経｣に伽する学力の実態を調査 し､接業放置の方
策を提案しているO｢ゆとり教育｣を推奨する中学校数学では､標準指導時数が 1週間に3
時間と少ないため､自ら学び､自ら考えさせるようにする授業ができにくいという中学校
数学担当の教員が少なくないO敬遠関係は､二つの敬遠に関わる中で､敬もtと放鼠の関係
に着目するなどして関数的な見方を伸ばすことが蒐要である.関数関係を兄いだL､表現
し､考察するなどの中学校数学の ｢致監関係｣の領域に関する学力が､どの程度,確かな
学力として定着しているのかを実態調僅した1その ｢敦盛関係｣の領域に関する学力の結
果と特徴的な傾向を以下'公表する
1 はじめに
中学校数学の ｢数Li-1典J係｣の領域では､
小学校で文字式が削除されたため､その彫
智が甚大であると言われているO散見の関
係を文字式で釆現して､式を閏数式と見る
ことや文字を変数とみる見方が低下してい
るのではないかと危供されている､
また､数壷関係を理解する上では､二つ
の敬意と数品の間にどんな依存関係がある
のかに着目することが大切であるuそのた
めには､例えば､一次関数では ｢さおばか
り｣を取り込み､さおばかりを伐って ｢分
銅の重さ｣と ｢支点からの距維｣の二つの
数量の剛 二はどんな関係があるのかを実験
するなどの｢数学的活動｣が不可欠であるっ
数量関係に生徒自身が的きかける作業的 ･
体験的活動が無いと､｢数罷関係｣について
実感的理解ができないのであるっ
私たちは､前回､｢敬IL抗関係｣の学力診Wr
調査の結果を受けて､つまずきや誤答の多
い指嬉内科 二ついては､こうした実験なと
の数学的痛動を通して､｢数蚤関係｣に前日
させ､表現し､考察させることが大切であ
ると提言してきた ,
ところが､ゆとり教育では指導要領の内
容の厳選されたとは言うものの､小学校節
紋から移行されてきた指せ内容も多く､指
せ内容が縮減された扱がないcLかも,指
導時数は､l週間に3時間と少なく､実験
を取り込んだ ｢数a･r韮J係Jに関する授業芙
柁ができないという現場教員の声がある,
実際､平成 15年度教育課柁実施状況調
査では､｢数学的拍動｣､すなわち､致足に
ついての作茨的 ･体験的活動を取り込んで
柁実しているかという問いに対して､第 1
学年で48.0%､第2学年で39,3%､
第3学年で38.0%であった｡
1,2 岡山大学教育学部 3 1苗仙用件大草 4 岡山市立東山中学校
5 岡山大学教育学部附属中学校 6 瀬戸内市立邑久中学校 7 同山市1-,竜操中学校.
8 岡山市立剛 ヒ中学校 10同日｣県放育センター ･教育情報センタI
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作業的 .体験的活動を取 り込んで数学の
]･1某教師の割合が､前ページで示した数値
であれば､数学的活動を取 り込んで､実感
的な理解を促 し､碓かな学力を形成しよう
とする学習持場要領の意凶とは東経 してい
る状況である｡
こうした状況にあって､中学校数学の｢致
hi-関係｣の領域に関する学力の形成は､学
1別旨導要領の意剛 由り､形成されているか
とうか本当に疑わしい状況にあ り､達成率
はかなり巌 しい状況にあるものと推測され
る｡
以下､私たちがア ノトランダムに調査 し
た岡山県の中学校数学 ｢数量関係｣の学力
の結果と特色ある傾向を示したい.
2 調査方法
(1)調査開展
現行の学習指導要領の ｢放散関係｣の領
域の基礎的 ･基本的な指滋内容について学
力診断を行 う問題にする｡碓かな学力を形
成しているかどうかを判定 し易くするため
に､基本的に前匝lt同 ･問題を使うことに
した･確率のように移行措置が為された学
習内容にIlJしては､第 3学年から第2学年
へ同 一問題をそのまま移行 した｡
(2)調査時期
比例､-一次I姓!放､二次関数､確率のそれ
ぞれについて､と､れか 1つでも､未習の段
階で学力診断 したとしたら､たとえ､その
指irj:r勺容について達成率が低 くても､それ
は末料のため､｢分からない｣｢できない｣
のであって､達成率が ｢よい｣｢わるい｣の
対象にはならない｡学習しているのに､達
成率が低いのであれば､それは､碓かな学
力を形成 していないと判定できる そこで､
末'Bの状況の下で ｢放;.(開陳｣の領域に関
する学力の実態調査が行われることがない
ように､2月 F旬から3月中旬に');施した｡
それは､各学年とも､その時期であれば｢放
k･関係｣に関する学習指溝を終えていると
判断 したからであるC
(3)調査対象数
岡山県南から岡山県の県北にわたって広
範岡の学校に調査協力をアットランダムに
依頼 したOその結果､各学年とも当初の予
定の 1000人を超えるデータを得ることが
できた｡
図 1 調充対象数
弟1学年 1420人
第2学年 1502人 (唯計中)
第3学年 1005人
3 学力診断調査結果と傾向
(1) 達成率
算放′';･'.力診断調査と揃えて､｢散策関
係｣に関する学力診断ilB11と結果を ｢退成
宰｣で′Jけ ことにした｡文部科学省の実
施 している ｢教育課程実施状況調査｣で
は､｢i郵C1:･LF｣と採用 しているが､私たち
の運航率は､同義語で使っている｡従っ
て､例えば､通過率の高い指導内容であ
れば､連破率が高いという意味である.･,
(2)特徴的な傾向の判定基準の設定
｢数社関係｣の領域に閲する指導内容
について､碓かな学力が形成されている
かとうかを､達成率で判定する｡判定の
基準動 二よって､特徴的な傾向を次のよ
うに/r;すっ
達成率が高い指矧勺容
達成率の低い指導内容
達成率が商いかどうかを判定する基準
点の設定をとこにするかが悩 ましい間軽で
あった0本学会の中学校数学､学力診断プ
ロジェクトで協議 した結果､問題作成者 ･
問題採点者が適切に)lE准点を決め､その基
準点をLEにして､これは達成率が高い指導
内容､これは達成率が低い指っ轄内容である
と決定することI,:した,;
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(2) 前回との比較はしない
私たちは､旧学習指導要領の下での ｢敬
鼓関係｣に関する中学校数学の学力の実態
に関する資料を持っている｡現行の学習指
導要領の下での ｢致i関係｣の韻城に関す
る学力の実態と比較してみたいけれども､
データ処理する時ri朋勺な余裕がないため断
念した｡前回との比較は,別の研究報告liF
を作成し､旧学習指避繁簡の下での ｢放ilLE
関係｣の学力と現行の学習指7B要領の下で
の ｢数,'丁:_･関係｣の撃力を比較したい｡
(3)学力達成度調査の意図
私たちは単純に ｢放出関係｣に関する学
力が上がったとか下がったとかを議論する
ようなことはしたくない･,私たちが取り組
みたいのは､通成率の低い指導内容 (｢つま
ずき｣｢誤答｣の多い指埠内容,tについて､
その原因を分析し､具体的な授業改善を図
り､その実践的な取り組みを通して､新し
い数量関係に関する実践的な授業研究を
｢ケース ･スタディー｣として提言するこ
とにある,
4 ｢数丑関係｣の学力調査の結果の概要
と傾向
総論から言えば､各学年とも達成率は予
想をかなり下回るものであり､驚いている｢
直感的な印象として､前回を人きく下回っ
ているというものである｡ただしこのこと
については､今回は触れないことにする｡
｢放置関係｣に関する学力としては､4
観点から分析する必数がある｡いわゆる､
｢関心.意欲 .態度｣｢数学的な見方や考え
方｣｢表現 ･処理｣｢如 故･理耶｣である｡
学力調査結果の概要として､グラフに表
すことなどの ｢表現 ･処理｣.比例の膚味､
一次関数や二次関数の藩味など ｢知識 ･理
解｣については概ね良好であると思われる-
しかしながら､関数閲係をEl常軒象と関係
づけて見ようとする ｢関心 ･意欲 ･態度｣
や関数閲係を見いたし､表現し､考察する
一番 ｢数量関係｣の領域で重要な学力の形
成が達成不十分な傾向にあると思われる､
以下､中学校数学の ｢数量関係｣に関す
る学力診断調査の結果と特徴的な傾向を､
第 1学年から第3学年にわたって示す｡
ただし､第2学年は､躯計途中である｡
ー 3 5 -
第1学年 結果と傾向
l 結果 (隅董対象生徒放 1420名)
敢学科調査閏月 (敢t関係) 第1学年 姐 番
E] yがxにlt例し,I-20)ときy-5とな ･- ノlます.
次のl上りいに芥えなさい｡
(I)yを,ru)JtでJ<しなさい｡
47.5%
48.9%
(2)比例'ii敬はい くiJですか｡
E] xとyu,,J,･L･が如 )如)ようにな- し､ますG
l)くU)1りいに芥えなさい｡
_て - 3 - 2 -10I 2
(I)xとyu)あい/='にはとんなl刈株があ()ますか.
64.4%
(2)x=2に川 Lす るyの他を;kめなさい｡
り)yをxのjtで滋しなさい｡
E]
79.9%
40.8%
次の榊について次のJHlいに芥えなさいo
y
(I),山Cの仲f:;三を求め
なさい｡
67.0%
(2).･'.､Aとγ榔 こついて
組対称 な .LI.･､の雌冊を求
めなさい｡
42.7%
5
(3).!.(BとJlL1日こついて,tl.対称な点U)仲据!を求めなさい｡
46.1%
(4)次の.tl.を Lの13LHこJT(しなさい｡
E] 納 :8:62選 をか;無こ華 F'8-2?'6%5ら
y
5
1
l)分3且ずつ水を入れると,80分でい-'ぱいになる水そ
うがあ ります｡1り/Jlx 止す-)水 を入れるとき.いっぱいに
なるまでy分かか7Jとして.yをxの式で人しなさい｡
七.え ノ J'
38.3%
Jt 34.9%
E] 如 )lM,liノJ,I之ABCDは,
鮎が4cm棚が 10cmです｡
,.I.PLまBか().'hプたして,辺BC
らxem進んだときの△ABPの
山l■ほ ycJnLとします｡ B
次のIJt】いに答えなさい｡
(I)yをxの式でJ<しなさい｡
(2),&散 xU)変域をノトしなさい ｡
38.7%
38.0%
次のグラフは.正比例と):L比fJ,lW)グラフですo
yをxのjLで衣 しなさい｡
且 ･.日 ･さんはお父さんと 純に
Fl軌'J_I.でJ:!,速退路をノヒっていま
す｡flはそのときのljl'tです0
17]11Iを参J5-にして,式が
y-85･てとなるような比例
のItH也を作 りなさい｡
(り46.6%
(2)43.0%
tLJ凶
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2 傾向
(1)達成率が高い指導内容
r反比例の関係｣問題2(1)(2)
蓑からx, yの問の関係を読み取る問題は.達成率
が 64.4%,xの値に対するyの値を求めるRul低は達成
率が79,9%とまずまずであった｡
問題 1と比べても,表が与えられているPL'.1題の方が,
与えられていない間楢よりも生徒は考えやすいことが
いえる｡rul題を考える上で.関係をつかみにくいとき
には.自分で表を13Lfいて考られるよう指導したい｡
r点の座標｣問題3(4)
座標で演された点を座標平面上に潰す開店である｡
達成率は 80%を越えてお り.点の位虻と座標の表 し
方の理解はまずまずである｡座標のグラフ-の鼓し方
は,グラフをかく上での益雄であるため,指軌 こおい
ては,与えられた座標をもとに点をとり,それをつな
げて絵を描くなどの工夫 して.達成率をさらに上げて
いく必盛がある.
(2)達成率が気がかりな指導内容
r正比例 .反比例の式を求める問題｣問題l,2(3)
(1)のyをxの式で褒す閏月劉ま達成率 47,5%,(2)
の比例定数を求める問題は達成率 48.9%である｡いず
れも達成率が低く.誤答としてはy=[0 ;V･.比例定
数 loという答えが 15%程度あった.串純にx-2の
と普y-5であることから,かけ界をした誤答である｡
間魅 2の (3)反比例のFprJ店でyをxの式で威す間
胞の達成率は.40,8%と低く,正比例の式で衷 してい
る誤答が 20%栓&:あったO関係が反比例であると答
えながら,式に表す段階では正比例になっている誤答
も少なからずあった｡いずれの問題もH7J'回の調査に比
べ 15ホ`ィハ下回っており,式が2教の関係をどのよう
に衷しているのかという意味も考えさせたいD
正比例は ｢増える｣,反比例は ｢減る｣という鎚】係
であるという認旅が多くあり,正比例は商が一定,反
比例は横が一定の関係であるということが,十分理解
できていない｡又は理解 していても,式に凄す段階で
｢商｣と ｢札i｣を混同している｡このことは.正比例,
反比例の式の形にもよるのかもしれない｡正比例は商
が一定の関係であるが,一般式はy-ax.反比例は
和が一定の帆係であるが,一般式はy-iである｡X
このあたりが理解が混乱する原因かもしれない｡
xy=aという式から,y=-9-に式が変形される
X
ことの指韓をT呼に行いたい｡
r点の座標｣問題3(1)
座標平面上の点から座標を読み取る間組である｡点
Cの座1,Cを求める間脳よりも,線対称,点対称な点の
座性を求める閉路の達成率が低く,図形の職域で芋粥
する線対称‥焦対称との関連が今一歩であった｡図形
領域においても.線対称な図形,点対称なB]形という
取り扱いが大きいことが,点の移汀別こ結びついていな
い一つのF,i-囲かもしれないと考える｡
｢比例 ･反比例のグラフをかく｣問頗4
TF_比例y--3xのグラフの達成率は 53.7%で.
y-一号の/ラフをかいた誤答が 10%柁Jjfあった｡
右へ ID)くと下-3lJjJくなど,ただやみくもにかき)1
を暗記していることが間違いにつながっていると思わ
る.反比例y-号のグラフの達成率は 65.8%と比例の
グラフよりも布かった｡ただ,正比例のグラフは照答
が I0%,反比例のグラフは無答は 15%粒度であったU
r動点による面積変化を捉える問題｣問題6
全体として例数の理解が低い中で,臥射こよる面柵
変化を関数として捉えることは l年生としてはかなり
難 しいo変数を三角形の面棚を求める公式にあてはめ
て求められるが,x, yが何を衷 しているのかが実感
できていないものと考えられる｡達成率は 35%程度
で文字についての理解の不十分さも膨管が大きい｡
埼入段階での指導では.一方の値が○なら,もう一
方は.I.,という考え方が韮宴になってくる問題であ
るが,これは数丑関係をつかむ上で大切な考え方であ
Y),この考え方が不十分であることが,数瓜JiL･日系全体
における達成率の低下につながっているのではないだ
ろうかむ絹,'に2つの教iJiの変化.規則性に目をrlLHナた
指呼が必要であると考えるo
rグラフから式を求める｣問題7
正比例については達成率が 46.6%,誤答として一
番多かったのがy-2〟で 26%,比例定数の分母と
分子が逆になっている間違いであり.比例定数の苦味
の耳醐軍が不十分であるo 反比例については達成率が
43.0%と低いが,鋲答で一番多かったのが打ちミスで
24%もあった｡式からグラフをかけても,グラフから
式を求められていない誤答が多くあったO式とグラフ
の関係を丁年におさえたい｡
r比例関係にある数量についての問題作り｣問題8
今回は高速道精を車で走っている写江を.Iiせ.式も
y-85xになる問倍という条件を付け.′il.徒がイメ
ージしやすいように工夫をしたo Lか し,達成率は
25.4%と低く,鞭答が 33.6%と依然市かった｡ただ.
誤答として.問題rPの単位が合わないなど,脚立など
にもう少 し気を配って問題が作れれば.正答になると
いう脈答も多くあった｡生徒は自分自身で†別煩を作る
ことを結構楽 しむものであり,判ま卵も深まることから,
今後とも問Lgi作りは軽視すべきでないと考える｡
(宇紬見 稚英 )
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第 2 学 年 兼吉 黒 と イ頃 向
1 糸吉 果 (調査対象生徒数 492名 現在,央 計を続行 中)
数学科調査問題 (数量関係) 第2学年 _ 組 _ 香
□ yが ェの 1枚関数で次の最のような祖をとっている.
この とき.最の空 らんにあてはまる故を求めなさい｡
∫ -4 -2 0 2 4 6
537% 56.1%
E] 1次組敷 y=31+4にういてグラフの傾きと
切片をいいなさい｡
切片 80.9%
E] 次の各点は,1次M取y=2x十3のグラフ上の点
である｡⊂= コにあてはまる也を言えなさい.
E] 次の 1次開放について.xの相加1が 4であるとき
の yの増加tを求めなさい.1
(1) y=ちxll
(2) γ--3∫十5
E] 次の一次開放のグラフをかきなきい･
(I)γ-2.=-1 (2)γ三-2∫+3
57.L% 56,7%
U
- ● I
E] 次の灸件をみたす一次開放の式を求めなさい｡
(i) I-5のとき,y=3で. xが 5増加するとyは 2
増加する｡
(2) グラフが 2点 (2.3),(-5,-1L)を通る｡
(3) グラフが点 (I,-2)を通 り.直綿y=-3xに
平行である.
E] 右の図の長方形^BCDは .
段か4cm.横が6cmでT.
点PはBから出托して,辺BC
∴ -i;:-_:;-;蓋 二 二 二
とします･ B＼ェcm^ p
次の問いに答えなきい｡ →
(1) yをxの式で表 しなさいd
Ej= D
(2日 日で求めた式で,xに比例する郎分と.乏蚊の部分
は.それぞれ上のEZ)のどんなtを鼓 していますか.
rL=比例する部分
定汝の釦分
3ー 7%
(3)文政x J変位yのそれぞれの変格を示 しなさい.
E] 次のグラフは,的故y-ax+bの グラフです｡
気がつい た ことを書 きましょう.
回 1からほ て故字をかいたカ- ドが 1枚Tつありま
て妄言崇 IB去三三孟言孟TL., □ E]E]E]
取り出した煩に左から右へ並べ
て 2けたの取を作ります.次の確率を求めなさい.
(i)その整故が苛政となる確率
(2)その整数が 3の倍故と
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2 イ頃 向
(1)達成串が高い指導内容
｢1次関数のグラフについての知識｣
(問題国)
1次関数の式か らその グラフの切片 をと
らえることについては達 成率 は 80.9%で
あ り,理解 されているといえる｡一方,傾
きは 62.8% だが,つ まず き反応 の 中で 3
Xが 18%であ り,答 え と しては正 しくな
いが,関係 を表す式か らグラフの傾 きをと
らえることはで きているといえよう｡
｢1次開放のグラフの特徴｣
(問題国)
回 については,達成率は 68.9%であ り,
｢傾 き｣や ｢平行｣ とい う用語 を使 って グ
ラフについて気がついたことをきちん と表
硯 してあった｡ただ し,比例 とい う言葉 を
使 っていることもあ り,指導 に注意が必 要
である｡
(2)達成率が気がかりな内容
｢変化の割合｣(問題軌1)(2))
変化の割合の知識 ･理解 とその使い方 に
つ いて確 かめ てい る｡達 成率 はそ れぞ れ
24.1%と 2l.5%であ り, とて も十分 とはいえ
ない｡ ここでは,安易 に x-4を関係式 に
代入 して,求め られた yの値 を答 えている
ことが多い｡変化の割合について,十分 に
理解 していない と思われる｡指導の中では,
l次関数で変化の割合については生徒に と
って とらえに くいことの一つであるOが,
y- axJ の学習 を待 たず に理研 させ て
お きたい｡
｢1次関数の式を求めること｣
(問題国(1)(2)(3))
(I)の達成率 は L5,6%, (2)は 31.9%
(3)は 33.5%で あ る｡条件 を読み と り,㈲
係をiU二表す ことがで きているとはいえな
い状況である｡特 に, (日 については.深
刻 な状況であると言わ ざるを得 ない｡条件
に背 かれていることか ら, グラフの概形 を
かいてみ ることを指導 した り,生徒 にこと
ばの意味 をきちん と理解 させた りす るこ と
が必要だ と思 われる｡特 に,変化の割 合の
学習 については,生徒 が理解で きて定着す
る ように指導することや, グラフの傾 きと
同 じであることを生徒 に定着 させ るなどが
急務 であ り,課題が山積 している｡
｢1次関数の意味｣
(問題B]①② )
① の達成率 は 53.7%,② は 56.1%である｡
変化の割合 を求めるときには表 を使 うこと
もあ ると思 うが,表 を使 って学習す ること
が少 ないせいであろ うか｡
｢稚 串を求めること｣
(問題臥 1))
日)は 40.9%である｡確率 を求めること
がで きているとい うことは言いに くい｡確
率の問霞 に限 らないが,間過文の長 さに起
因す るか もしれない｡ また,奇数や 3の倍
数 などの用語 について も,理解が案 じられ
/二,ところである｡
(秋山 共)
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第 3 学 年
1 結果 (調査対象生徒数 1005名)
釆吉 巣 と イ頃 向
数学科調査問題 (数丑関係) 第 3学年
rn 次のrlyS合.I. yu)髄順 左心 こkL/E':さし ､O
(1) yはru)2-1三に化 糾し.I--3の ときy-72P.h
る っ
(2) 捌執y-nx2で,==2の ときy=-tiであるO
@ ] 舶 y-2I ･lについて xの旭が 3/).(,Sまで増加
するときの変化の割合を求めなさい｡
変 化 u )'A71合 7こ1 4%
回 F･.;いところから物 を脚 に許 とす とき.=f･川,AL王で
にr'存t)ろ地相 をymとす ると.y-5ユ･2い り相順 があ り
ます｡ この運動について2秒後か ら4ノ抄後.EでO)問の
平qu)速 さ/a･.TRめなさいB
41 0% (52 10/O)
( 7lltl.'[/IL,▲正いJtL.?〝l/:一U)
h] 川 )馴 ま 3,)の悌l散
y-巨 y-12･ y=-iI2
の グラフPL/同 じ性は軸 をtかr3て/),いた むU)で-1一｡CE).(in,
(効は,それぞれ どの日,'AJl/,女の グラフになってい-たJ-/JL_
CLP 91 0%
ql tiリ 2%
¢ 02 :与0/n
JLi .6
回 右U)剛 )正朋 壬∧BCDLtt･BD
か tiem (~1.月PLL伝抄2cmの辿
さで. 八からB寸≡で如.?.点Qは
fT抄2cmの速'さで.Aからr).Fで
い了 ∴ ∵ ':: :I:一言 T
和ケycmヱとし~Eす｡
次のL.',Jい卜等え/Lさい｡
(1) I,yの悌日系を式に求 し
なさいd
(2) x.yの変帳も凍土h
な さい.=の変域 5t) 6%
yu)'A:岐 57 8%
A >P
l
('3) そa)グラフをかきなさい
1
43 5% (55 0%)
( )は変 域 壬′P,入/J:いt,U}Ji.7d'1=t,0
0-i
(｢ Ji
r｢(
lU I _5
(4) △ ∧PQの面相が IHcm2となるのは一 2点 P
Qが同暗に八を出発 してから何秒後で-1か
y y-12y-alュ
Ej 右のl』のよ うに.例数
y三J-.y=ar~
の グラフがあ r)よす b
z軸上に点^ (3, 0)
があ り.点Aを通 りy軸
に平行な政経 とy-x2,
y-L772との守.L,'三をそJL
ぞ3-LB.Cとしまナo
次の問いに答えなさい｡
(I)点BU)圧伸/f苓えなさいD
(2)BC- Fiの とき,Oの伯を求め/Jさい｡
(3)AC C とl三 1 3の L-き.Oの姑を求Lt')な さい.
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2 傾向
(1) 達成率が高い指導内容
｢条件から関数 y-ax2の式を求めること｣
(問題血)
xとyの値,グラフで通る点などの様々な条件
をあてはめて.aの値を求めるPuF個 で.TF答率は
76%,82%と高く,よくFi解がされていると
言える｡
｢関数 y-ax2のグラフを見分けること｣
(問題凪)
放物線のグラフと式の関係をとらえる問題で
あるOグラフの特徴から.比例定数aOl)正負 ･大
小をとらえ,式を選択する｡3つの式の中から選
択すると言う容易さもあるが,達成率 91%,
89%,92%と特に高く,グラフをかいたり式
を読み取ったりという練習がよくできていると考
えられる｡
｢関数y-ax2のグラフと,直線との交点の
座標を求めること｣ (問題B]の (1))
x座標は他の点と等しく,その値を式に代入す
ることでy座標も求められる｡やや困難ではない
かと考えたが.達成率80%とある程度lT.7;い敬佃
が得られたOこのような問越はよく取り組んでお
り,その方法を別解しているということが考えら
れる｡
｢変化の割合を求めること｣ (問題E])
(変化の割合)
- (yの増加虻)/ (xの増加馳)
を用いて変化の割合を求める問題で,達成率7
3%はある程度高いといえるのではないかo考え
方の欄をみると,正答のうち約 1/5の人が怖略な
公式 ｢y-ax-2で.xがmからnまで変化した
昧 a(m+∩)｣を用いていたC
(2)達成率が気がかりな内容
｢自然現象と数学の変化の割合を結びつける
こと｣ (問題5])
f-巨に変化の割合を求めるHFl凹E)の達成率
70%と比較してみると,このIH帖io)4lU/,汁
やはy)低いとT,=-言わざるを得ない.
(速さ)- (道のV))÷ (時間)は多くの/i徒に
部解されているが,この間匙の ｢汀'-EJの速さ｣が
変化の割合そのものであるということがあまり意
放されていない｡
制勝E]で,TGr略な公式を用いて変化の割合を求
めた人も,問題血ではこのやり方を使っていない
人が多い｡
公式として利用するのはよいが,,旨味刑巨.て
いないということも言えるかもしれない｡
｢動点による面積変化を関数としてとらえる
こと｣ (問題B])
図形の辺上を点が動く問越は,その変化の様子
がイメージしにくいためか.最初からあきらめて
いる生徒も多い｡
2点が連勤しで動くことや,毎秒2cmO)速さ
で軌くということなども達成率をいくらか下げる
噂因になっていると考えられる.特に(3)のグラフ
は縦軸と硫軸のとV)方も遠い,関越b]のグラフに
比べ威難なものであったと考えられる｡動′尉こよ
る面瑚変化ということで,変域を考える必要があ
るが,単にy-2x'Zのグラフをかいてあるのが
全体の10%程度あった｡
｢y-ax2のグラフ上の線分の比を用いてa
の値を求めること｣ (問題B]の (3))
(1)の点Bの座標が求められていないと考えら
れないという生徒t)多く,それが達成率に影響し
ているところt)あるが,無答が39%あり,どう
考えたちょいか分からなかった生徒も多いo
考え方は点Bの座標と比から点Cの斥標を求
めて,それを式に代入する方法が多いが,点Cの
座標を (3,9a)とし.比の式にあてはめて求
めるものもあったo考え方は空欄で ,正答だけか
いたものもあり,比と放物線の意味から求めたも
or)か,ただでたらめにかいたものか見分けられな
い隻､のもあったD
(木村 iJlf/坐)
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